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里 　見　秀 　明

　 六 大 は 無礙 に して 常に瑜 伽 な り とい う弘法 大師 空海 の お 言 葉が あ る。 こ の

意味 は六 大 が 自在 に 通 達 、 渉入 す る こ と、 自在 に 融通 して
一

体 とな る こ とを

現 わ して い る 。

　 前二 回 で は物理 学上 の 直線運動 と曲線運動 を考えて きた 。 こ こ で は さ らに 、

空間 に お け る運動 を考えて み る 。 即 ち 、

一
次元 か ら二 次元 、 さ ら に三 次元 と

な っ て 、 六 大が 無礙 で あ る とい うこ とが 考察で きる よ うに な る 。

　
『宇宙 に は意 志が あ る』 桜井邦朋 著、 ク レ ス ト選書 、

と い う最近 （平成 7

年 4 月 1 日初版）出版 され た本が ある 。 こ の 中に 「進化論 で は 解 けない 生 命

の 意義 」 と か 「宇宙 は人間 の ため に あ る」 とか 「人 類の 誕 生 は 、 宇 宙 の 進 化

か ら必 然的 に 生 み 出 され た結 果で は ない か 」 とい っ た 内容 が 書か れ て い る 。

しか し、
こ の 中に は 、 仏 教や 密教 に よ っ て すで に 説 き明 され て い る生 命観 が

み られ な い
。 生 命に 対す る仏教的 、 曼荼 羅的考察が な されて い た な らば 、

こ

の 本は すば ら しい もの に な っ て い た は ずで ある 。

　 生 命 に対 す る認 識 で 、 空 海に よ っ てすで に解 決 され て い るこ とが 欠落 して

い て 、唯 物理 学の み に よ っ て 示 され たの で
「生命 が なぜ 存在 す るの か とい う

こ とや 、 生命現象の 理 論 を正 し く説明で きる物理 学 の 法則 や理 論 は、 残 念 な

が ら今の とこ ろ現 わ れ て い ない 」 とい う結論に な っ て い る 。

　 オ ウム 真理 教 に 走 っ た理 科 系 の 若者達 も又 、 空海の 思想 につ い て は無知 で

あ る と思 わ れ る 。 密教 と物理 、 そ こ に 同 じ切 り 口 を見 出 さなけ れば な らない

時代 に 来 て い る 。 六大無礙 が 真理 と して存在 するか 、 単 な る思 想や 言葉 と し
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て 存在 す るか の 道 を示 さなけ れ ば な らな い
。

（
一

） 空間 に お け る運動

　空間 、 即 ち三 次元 に お け る運動 を図示 す る こ と は で きない 。 何 故 な ら座標

x
、 y 、

　 g が存在 し、 その ．ヒに 時 間tを加 え なけれ ば な らない か ちで ある。

　我 々 の 視 力は三 次元 に 限 られて い る 。 故 に 、四 次元 XY2t は数 学の 記号的方法

に た よ らなけ れ ば な らない こ とに な る。 しか し 、 我 々 は現 実 に 三次元 の 空間

に 住 み 、 そこ で 行なわれ る 目に 見 え る運動 を認識 する こ とが で き る 。 現 実の

風 景 、 水 の 流れ 、風 の 音、 トン ボや 蝶 が 飛 ぶ 様 な ど四 次元 の 行為 で あ る けれ

ど も、 目に 見 える 。 こ れ を図 示 で きない こ とは何 を意味す るの で あろ うか 。

そ れ は さて お き、 ポル ン の 記 述 を追 っ て み る 。 林一 訳東京図書 「平面上 の 運

動 を描写 す る手段 と して xyt 空 間 を取 り扱 うこ とを学ん だ あ とで は 、 三 次元 空

間内の 運動 をxyztig 間の
“

曲線
”
とみ なすこ とは む ずか し くな い

。 運動学 を四

次元矧 z倥 間の 幾何学 とみ なす、こ の 見方 に よれ ば 、周知 の 幾何学の 法 則 を運

動の 研 究 に応用 す る こ とが で きる 。 しか も、 ア イ ン シ ュ タイ ン の 理 論が … …

そ れ は 、 ま っ た くち が っ た種類 の 経験 の 内容 をなす時間 と空 間の 概念が 、 物

理 的測定 の 対象 と して ま っ た く区別で きない こ とを示 すで あろ う。

… …時 間

と空 間の 概 念 を よ り高 い 統 一 す なわち四 次元 の xyzt1 間の な か に 融合 しな け

れ ば な らな い で あ ろ う。 ミン コ フ ス キ
ー

は、 … … 運 動 す る点 の グ ラ フ を
“

世

界wa　’t と呼 ん だ が 、

… … 一
様 な 直線運動 は ま っ す ぐな世 界線 に対 応 し、 加 速

運動は 曲 っ た世 界線に 対応す る。 」

の 図

図1
　 　 （32）
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　 こ の 点 を通 る質点の 世界線 は光 円錐 の 内側 （時間領域 内）に あ り、 光 の 世

界線 は光 円錐面上 に あ る。

1． 動 力学一 慣性 の 法則

　
「最 も単純 なの は、 どん な力 も全然動 い て い ない 場合で ある 。 こ の ときに

は 、 静 止 して い る物体 は確 か に 運動をひ きお こ さない
。 古代人 は すで に こ の

こ と に 気づ い て い た が 、 そ れ に もか か わ らず、 彼 らは こ の 逆 、 す なわ ち運動

の 存在す る と こ ろ に は 必 ず運動 を維持 す る 力が 存在 しなけ れ ば な らない 、 と

信 じて い た 。 … …古代の 思 想家 は 、投 げ られ た石 の 運 動 を実 際 に 保持 して い

る力 を発見 し ようと して さん ざん苦労 した 。 ガ リレ オ は正 しい 観点 に 到達 し

た最 初の 人で あ っ た 。 彼 は、 運動の 存在 す る とこ ろ つ ね に 力あ り、 とい う考

えは 先入 観 に 災 い され た見解で あ る こ とを発見 した 。 」

　 ガ リレ オ は正 しい 観 点か ら、次の よ うな答 え を得 た 。

「力は速 度 を変化 させ

る影響 力 を もつ とい うこ とで あ っ た 。 速度 の 大 きさ と方向が 変 らな い ような

運動 を維持 す る に は 力は不 要で ある 。 したが っ て 、 静 止 して い る物体 は、 外

力が 働か なけ れ ば 、
い つ まで も静止 しつ づ け 、

一
様な 直線運 動 を して い る物

体 は 一 様 な直線運動 を しつ づ け る 。 」 とい う慣性 の 法 則で あ っ た 。

2 ． 撃力

　 力が 加 わ る こ とに よ っ て 突然速 度変化 が 生 ず る場 合が 、 打撃 あ るい は撃 力

で ある 。 撃力は 力の 大 きさば か りで な く、 力の 持続時間 に 依存す る 。

　「力K に よる打撃が t＝ ⊥ 秒 間ずつ n 回加 え られ る とき 、 もし打撃が 認 め う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1？

るほ どの 間 隔 を あ けずに 行 な わ れ るな らば 、 あ たか もK が その 時間 中ず っ と

作 用 しつ づ けて い るの と ま っ た く同 じ結果 を もた らす 。

　　　　　　　　　　　　nJ − 十 J ・ K

す な は ち

　　　　　　　　　　　　J − ÷ K − tK

こ の J は 力積 とよば れ る 。 」
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　つ ま り、 下図 の ように テ コ の
一 方 に お も りをの せ

、 もう
一

方 の 端 をお もり

に つ りあ う力で こ まか く連打すれ ば 、 平衡状 態 を保 つ 。

2図

　
「こ の

“

撃力 に よる平衡
”

を利 用 すれ ば 、 ひ とつ ひ とつ の 力や その 作用 時

間が 確 か め られ な くて も、 力積 を測 る こ とが 可 能 に な る。 1 秒 あ た り n 回 の

等 しい 撃力 とつ りあ う （腕 の か すか なふ る え は 無視 する）力を見 い だ せ ば よ

い の で あ っ て 、 それ ぞれ の 撃力の 効果は K の n 分 の 1 とな る 。

　力積 の 次元 は 〔J〕＝ 〔T ・G 〕で あ る 。 ただ G は 重 さを表 す。 」

3 ． 力積の 法則

　　　　　　　　　　　　
「金づ ちで 静止 して い る球 を打 ち 、 そ れ が 1秒 間

　 に何セ ン チ メ ー トル こ ろが るか を測 っ て 打撃 に よっ

　 て 得 られ る速度 を調べ る」 3 図の ように で ある 。

　 　 力積が 大 きい ほ ど速 度 は大 き く、 力積 が 2 倍 に な

　 れ ば 2倍 に な り、 3 倍 に なれば 3倍 に な る 。 要 する

　　　　　3 図　　　　に ・ 速 度 と力積 は比 例する 」

　　　　　　　　　　　　「打撃 は球 を前 に打 つ か 後方に打つ か に よっ て 、

その 速度 を増加 させ た り、 減少 させ た りす る」

　力積 の 法則 を、物体の 速度 の 突然 の 変化 は そ れ をつ くりだ した 力積 に 比例

す る 、 と述べ る こ とが で きる 。

4 ． 質量

　
「種類 の ちが う球 、 大 きさ、材 質の 異 な る もの 、

… … こ れ らの 球 が すべ て

等 しい 撃力 に よっ て 運動 をお こ す場 合 を考 えよ う。 経 験 に よれ ば、 こ れ らの

球 は まち ま ちの 速度 を得 るが 、 実 際 、 軽 い 球 は大 きな ス ピー ドで こ ろが り、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （34）
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重 い 球 はゆ っ くりこ ろが る こ とが わか る」 こ の こ とに よ っ て 私 達 は 重 さ と速

度 の 関係 を見出す こ とが で きる 。 そ して こ れ は 、 相対論 の 経験 的基礙の 1 つ

に な る 。

　 「い ろ い ろ な球 が い ろ い ろ な速度 を得 る とい う事 実 は 、 重 さと は なん の 関

係 もない の で あ る。 重 さは下 向 きに 働 き、 球 をテ
ー ブ ル に 押 しつ け るが 、 水

平 方向 に は 力 をお よぼ して い な い
。 私 た ち は こ こ で 、 あ る球 が 別 の 球 よ り も

打撃 に対 す る抵 抗 が 大 きい こ と を見 い だ した わ けで あ る」 つ ま り横 向 きに た

た い て 、抵抗 が 軽 い もの は 抵抗が 少 な く、 重い もの は抵抗 が 大 き い とい う、

衝撃に 対す る球 の 抵抗 の 差 異 で ある 。

「こ れ を慣性抵 抗 と呼び 、その 大 き さ を

力積 J と速度 v の 比 で測 る。
こ の 比 に は質量 とい う名前が 与え られて い る 。

こ れ を記 号 m で 表す こ とに すれ ば 、
つ ぎの 式が 得 られ る 。

　　　　　　　　　　　 m ＝ ⊥ 　　　 

　こ の 公式 は 、 同
一

の 物体 で は、 それ に 加 わ る力積 Jが 大 き くな る に つ れ て 、

そ の 速 度 v は J との 比が 、 つ ね に 同 じ値 m を保つ よ うに 増大す る こ と を述べ

て い る。

… …
した が っ て 質量の 次元 は

　　　　　　　　　　〔M 〕一 〔
Ti’i 〕　  

とな り、
… … 力積の 法則の

一 般的 な形 はつ ぎの よ うに書 け る 。

mw ＝ J  

こ れ は、撃力の 結果 と して 運 動 す る物体 に 生 じた速 度の 変化 W を決定す る」

　  式 は 、 金づ ちの
“

勢い
”

（J ） は、 ぶ っ つ か る相手 に よ っ て 力 を失 うが 、

ぶ っ つ か られ た相 手 は そ の 分 だ け
“

勢
”

を もら うこ とを示 して い る 。

　「た とえば 、質 量 m1 と〃 z2の 2 つ の 物体が 正面衝 突 を した とす る と、互 い に

お よぼ しあ う撃力は 等 し く、 した が っ て J ，
＝

− J2あ る い は 両者の 和 が 0 に

な る 。

（35）

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

CH 工 SAN −KANGAKU −KA 工

六 大よ り見た　 ボル ン著
「
ア イ ン シ ュ タイ ン の稲対性理論 」の考察 3

」1 ÷ 」，
＝ Ml ・ew1 ÷ M2w2 ＝ O  

これ か ら

　　　　　　　　　　碗
一

幾 砺 　　  

が得 られ る 。 すなわ ち、
一 方の 球が 速 度を失 うと き （w 、は負）に は、 他方の

球 は速度 を得 る （w2 は 正 〉、 あるい は こ の 逆 」 に な る 。

　 「こ こ で 、 2 つ の 球の 衝突前 と衝 突後の 速度を導入 し、 第 1の 球 に対 して

は そ れぞ れ ”三お よび v
’

i、第 2 の 球 に 対 して は それぞ れ ρ2お よび が 2 で あ る とす

れば、 速 度の 変化 は

　　　　　　　　　　 w 、
＝ 酋 一 Vl  

w 、
＝ 錫 一

のド
ー 一  

とな り公式 MIWI ＋ M2w2 ＝ 0 はつ ぎの よ うに 書 き改め られ る 。

　　　　　nel （垢
一

の ＋ M2 （乏場
一 v2＞＝ o  

　衝 突前の 運動 に 関する量 をすべ て 左 辺 に 、 また衝突後の 運動 に関す る量 を

すべ て 右辺 に 集 め れば

MI 　Vl ＋ M2v2 軍
辮 1が 夏 ＋ 辮 2 の  

が 得 られる」

　 「質量 m の 物体 を静止 の 状態か ら速度 v の 状 態にす る には 嬲 びに等 しい 力積

が 必 要 で あ る。 こ の mv す なは ち質 量 と速 度の 積 を運動量 と呼ぶ 。 運動す る物

体は 、 運動量 （繭 に あい まい に 勢 い と呼 ん だ ）を もっ て い る と い っ て もよい
。

さて 、 衝 突前の 2 つ の 物体 の 全運動量 は 館 幽 十 筋 砺 で あ る 。 した が っ て 前式

は、衝 突の 結果 、 全運動量 は変化 しな い こ と を表 わ して い る 。 こ れが 運動量

保 存の 法則 で あ る 。 」

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　 （36）
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　以上 少 し長 い 引用 に な っ たが 、 空間 に お け る運動 と、 それか ら導か れ る慣

性 の 法 則 を見 て きた 。 別 の 観 点 か ら見 る と、 形 は変 っ て も運 動量 は保存 され

る とい うこ とで あ る 。 こ こ で 六 大 の 形 を変 えて も、 そ こ に残 る もの 、 即 ち変

化 しな い もの は何 か を見 て い く。

（二 ） 六 大の 回転

　六 大 は 丘大 （地 水火風 空 ） と識大 か らな りた っ て い る 。 識大 を水大 と区別

し二 重 丸 。

幗 ［ ○ ▲ ＠   （b
　上 の 図の よ うに 五 大が ば らば らだ と識大 の 図示が 必 要 に な り、 水大 との 区

別 が い りますが 、 こ れ を卒都 姿 （塔姿） の 形 に組 み 立 て る と、
こ と さら識大

を現 す必 要が ない
。 そ れ は即 事而 真 で あ り二 而不二 で あ るか らで ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 六大 の 地 水 火風 空 は色法 、 識 は心 法

　　　　　　　 　　　　 と され る 。
こ の 六 大 は すべ て の もの の

　　　　　　　 　　　　 依 り どこ ろ で あ る か ら六 大体大 とい わ

　　　　　　　 　　　　 れ 、 全 宇宙 に あまね く満 ち、 た とえ一

　 　　 　 　　 　 　 　　 　 塵
一

毛 に も具 っ て い る 。

　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 こ の よ うに 五 大 が 識大 と共 に 全 宇宙

　　　　　　　 　　　　 に 充満 し、 四曼 （大 ・三 ・法 ・羯） と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 具 現 して い る 。

　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 次 に 六 大 の 働 きを表 に つ くっ て み る。

（37）
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六 　 　大 性 形 色 作　　用

地 　　大 堅 方 黄 持

水　　大 湿 円 臼 摂

火　　大 煖 三 　 　角 赤 熟

風 　　大 動 半　　 月 黒 長

空 　 　大 無 　　礙 団 青 不　 　障

識　　大 了　　 別 円 臼 決　 　断

　前表 の よ うな さ ま ざまな動 きの あ る六 大 が 、 現 実の 世 界で 、 実際の 形 と し

て イメ ー ジ され ない だ ろ うか考 えて み る。

　六 大 の 形 を変化 させ るに は、 そ れ を重ね 合せ た り、 順序 を入 れ か えた り、

上 下 、 左 右 を逆 に した りす る こ とが で きる 。 そ して そ れ を回転す る こ と もで

き るはずで あ る 。

　こ こ で は図 を簡 単にす るた め 、 円 と三 角 と方形 だ け を使用する 。

（38）
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A図

X軸
X軸上の 形を回転する。

B 図

X軸
さらに回転する、

C図

X軸

D図

X軸

7図

　こ こ に 平面上 の 形 は90度 回転 させ る こ とに よっ て
一

直線 とな っ た 。
つ ま り

回転に よっ て 形 が
一

直線上 に 融合 した と もい え る 。

　さ らに こ こ で 、 こ の 考 え を発展 させ て み る 。 前の 四つ の 状 態の うち A 図 を

考 え る 。 も しA 図が 90度回転 した D 図の 位置 と同 じだ と考 えて み る 。 A 図 ＝

D 図 を逆 に 90度 回転 して み る 。

（39）
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ε図

丶 ＼一
〆、 　

、

丶
 一

噺 ＼

輌
！　

！

／

丶

8図

　平誨 の 形が 立 体 の 形 に 変化 した と考え られ る 。

　以 上 の 考察 で 、 形 を回転 させ る こ とに よ っ て
、

一 次元、 二 次元、 三 次元の

次元 の 形 が 変る こ とが わか っ た 。

　 さ らに こ こ で 、

一 次元 の 直線 を回転 させ たな らば どうな るか を考 えて お く。

一一 一 一 一一 一 一 く｝一 一 9図

一
直線が 回転す る と （逆 回転）

●

to図

　上 國の よ うな点 に な る 。 こ れ は e 次元 と考 える こ とが で きる 。

　平面 の 図形 を回 転 させ た こ と に よ っ て 得 られ た 結 果 は 、 90度 圓転 させ る こ

とに よっ て 0次元 、

一
次元 、 二 次元 、三 次元 とな るこ とに 推 察で きる。 こ の

逆 も考え られ る 。

　 それ で は360度回転 させ る と 、 もとに もど るの か 、さ らに 高 い 四 次元 、五次

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （40）
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元 とな るの か 分 らな い が 、 こ こ で は もと に もど る と して お く。 即 ち一 次元 か

ら出発 して 360度回転す る と一 次元 に もど り、 二 次元 、 三 次元か ら出発 して も

360度回転す る と、 も との 二 次元 、 三 次元 に も どる と い うこ とで ある 。

（三 ）時 間 は 回 転す る 。

　前節で 、 六 大 を回転 させ 360度に な る と もと に もど る と の べ た 。 O次元 、
一

次 元、 二 次元、 三 次元 で もとに もど る 。 それ で は四次元 の 時間 空 間は どの よ

う に 考え た ら よい か
。 そ れ は時 間 次 元 が 回転 そ の もの で あ る と考 えた らよ い

の で あ る 。

　 時間 の 矢 とい うこ とが 、物 理 学で は考 え られて い るが 、 時間 は 矢で な く同

転 で あ ると考えなければ な らない
。

（四） フ ァ イ ン マ ン 図式 に つ い て

　 フ ァ イ ン マ ン は 我 が 国の 朝 永振
一

郎 と共 に ノ ー ベ ル 賞 を受賞 した 、 量 子 電

磁 力学 に 貢献 した 人で ある 。 こ の フ ァ イ ン マ ン が 、 量子 の 相互 作 用 を 目で 見

え る よ うに考えた の が 、 フ ィ イ ン マ ン 図 式で あ る 。

　下 図は電子 と電子、 電子 と陽 電子 の 相互作 用 をあ らわ した もの で ある 。

ヒ

寸

制
南
旧

日
日

卩
占
Ψ

eT

ei

ei

L
寸

制
占
田

日

匠
占
↑

e
冒

e
一

e

e

11図

　 e
’
は マ イナ ス の 価 を持つ 電 子 e はプ ラ ス の 価 を持つ 陽 電子

　前図 の 電子 と陽電子の 時間の 流 れ が逆 に な っ て い る こ と に 注意 。 こ の 図 を

一
般化 して み る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （41）
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a

a

b

b

冠

緊
a b

12図

上図 の 左右 を具体的 な例 で 見て み る 。

電子 が 陽子 に よ っ て散 乱 され る図 で あ る。

e
’
　 一一→ 　 　　← − 　 　P

e
−

（一 ）　 P

C

仮想光子

・ ＠ ・

C

実光子

e
’
　　 噸一一一　　 一 　P

C

C
肇3図
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前図 は何 をあ らわ して い るか を原子 の 模 型 図で 見て み る 。

　

　 　　
　 　　

放　射

A 図
14図

吸　収

B 図

上 図 は 水素原子 で 電子 が 光 を放射 し軌 道 を低 い 方に 変 え、 B 図 は 光 を吸収

し軌道 を高 い 方 に 変 え る こ とを あ らわ して い る 。 吸 収 は 放射の 逆 回転で ある 。

一 1− 一 ＝一 ＝「f − E

4
15図

e
曹

（乱 〜 1 P

仮想光 子

一 1− 一一 ＝ ＝ ＝ 一 ＝ Le
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　つ ま り放射 と吸収 は時 間軸 か らみ れば時間の 矢が 逆 向 きに な る ような現実

に は お こ りえ な い 現象 の 説明 が 、 回転 を順逆 に す るだ けで 説 明 が っ く。 故 に

時間は 回転の 次元 に等 しい の で あ る 。

（五 ） ク ォ
ー ク につ い て の 形の 考察

　陽子 や 中性子 とい っ た原子核に な る核子 は それ ぞれ 三 つ の ク ォ
ー ク か ら戚

立 して い る とされ る 。 ク ォ
ー ク とい う粒子 は実際 に あ るか とい う と誰 も見 た

こ とが な い 。 実験で も確認 され て い な い 。 しか し様 々 な数 の 核子 を説明 す る

に は ク ォ
ー ク とい う粒子 を考えた方が 都合が い い の で あ る。

　 ク ォ
ー

ク に よっ て構成 され て い る核子 は陽子 、 中性 子 をは じめ ラム ダ 、 シ

グマ ・ デ ル タ粒 子等 が あ る 。 さ らに パ イ中問子 や ミ ュ
ー 中閤 子 、 K 中間子 等

が あ る 。 こ の ク ォ
ー

ク を結び つ け て い るの が グ ル
ー

オ ン で あ る。 グル ー オ ン

はカ ラー場の 量 子 で ク ォ
ー ク を核内 に拘 束 して い る 。

　 ク ォ
ー ク はア ッ プ ク t 一 ク u

、 ダウ ン ク ォ
ー

ク d
、 チ ャ

ー ム ク ォ
ー

ク c
、

ス トレ ン ジ ク t 一 ク s
、 ト ッ プ ク ォ

ー ク t
、 ボ トム クォ

ー ク b が ある 。 そ し

て核子 は こ れ らの うち どれか 3 つ か ら成立 して い る 。

陽子 P は uud 沖 性子 n は・ddで あ る．
・ ク ・

一 ク は 舗 が ＋÷、　d ク ・
一

クは舗 が
一
÷で ある 。

　 中間子 は ク rt・一 ク と反 ク ォ
ー

ク の 組 か らで きて い る 。

パ イ 中間子 π は三 種

類あ リガ ガ π
o
で ある 。 π

＋
はud で あ りガ はad 、π

゜
はuU か ddで あ る。 ＋ や 一や 0

は そ れぞれ電荷が ÷ 1、
− 1、 0 を示 して い る。

　 そ れ で は陽子 P と中性子 η を図示 して み る。 それ は 電祷 の 関係で 下 図の よ

うに な る 。

（44）
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U23　

十

P

荷電
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l ＋ 号

n 　 　 d　 　　 u

　　寺 ＋ 号

d13

16図

16図 をなめ らか に図示 する 。

陽　子 中性子

17図

　不思議 な こ とに 、 陽子 と中性 子 は ハ メ 絵 の よ うに ぴ っ た り合 う。 物理 的 に

意味が あるか ど うか は分 らない
。

18図
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凶穿

◎
19図

　 しか し、 中性子 を もう少 し くわ し

くみ る と
、 中性子 は 電子 とニ ュ

ー ト

リノ を放 出 して 陽 子 に な る 。 udd 電

荷は （
　　 2　 　 1　 　 1
＋

3
−
iL 　3

＝ 0）・で あ

る 。 す る と電子一 個分 の 電荷 が た り

ない
・ 電子

一
個分 の 騎

一 1 は 一
÷

と も書け るが 、 中性子 は電気的に 中

性 で あ る の で さ ら に ＋÷を厭 な

け れ ば な らな い
。

　原 子核 内で 陽子 と中性子 は 中間子

を放 出 し、 こ れ をや り と りして 結び

つ い て い る 。
つ ぎに こ の こ とを考え

て み る 。

（46）
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す る と一÷の 電子 を持つ 一 ・ はム ニ
・

一 トリノ と共 に放出 され る・ あとに残

るの は ＋÷電荷＋ 1 の 物質で あ る ． 2・図の 中性 子が 矢印の よ うに 陽子 の 方 に

移 る とする ． する と残 ・ た ＋÷か ら・÷だ ・ナ移 らな け れ ば な らな い
・ ・÷一

÷一 ＋9で あ る． もう一 つ 引 き算 を考え る ・ とが で きる ・ ・÷
一
（＋÷）一 ＋

÷で あ る 。
こ れ は ・÷一÷一 ＋÷と も書1ナるが ・ そ うす る と不臓 なこ とが

お こ る 。 そ れ は次の 表 を見 て もらえば わか る。 資料 は 1H 、　Haber ，
et

，
al　 1

『サ イ エ ン ス 』
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・｝ 一寺 一 ＋÷

＋÷
一
÷ 一 ＋寺

 

 

前の 10式 と11式 を変形 して み る 。

  一   一 （D  

  一   一    

・2式・3式 の 中に で て くる＋÷の ・ ク ・
一

ク を作 る と ・÷の 粒子 繊 る・ 前

ペ ー ジ の 表 に ＋÷とい う粒子 は ど こ に もで て こ な い
・

・3式 の
一 （・÷）を

一
÷とする と

一
÷と1 ・ う粒 子 もで て ・ ない

・ しか し2・

図 の 斜線 を引 い た d ク ・
一

ク の
一÷の 電荷 を消 す に は ＋÷の 舗 を臆 し

な けれ ば な らな い
。

　陽子 と 中性子 の 結 び つ きは、π 中間子 に よ る 。 中間子 は ク ォ
ー

ク と反 ク ォ
ー

クに対 で で きて い る 。

（49）
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n n n P

π
o

π π
＋

π

P P P

21図

　21図は 中性子 が π
一
を放射 し陽 子 に な り、 陽 子が π

一
を受 け と り中性 子 に な

る。 陽子 が π
＋

を放 出 し中性 子 に な り、 中性 子 が π
＋

を受 け と り陽子 に なる こ と

をあ らわ して い る 。

π
＋
の 黼 は ＋ ・ ク ・

一 クは ・a ÷＋÷
π
一
の 騎 は 一 ・ ク t ク は・d − ÷一÷

表 2 の ・寺と
一
÷は 、 それ ぞれ ・ ク ・

一
ク と d ク ・

一 クの 反粒 子・とdの

電荷だ っ た の で ある 。 そ こ で 12式 と13式 を変形 す る 。

＋9 − ＋÷ ・ ÷  

　　　　　　　　　・÷ 一 ＋寺 ・ ÷
とな る ・ そ して書一の 樹 は

　　　　　　　　　　・書
一

一 ・ ＋ d  

 

そ して

3　　　　 2　　　 1
3　　　　 3　　　 3  
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の 粒 子 で 一争ま

3
　　 ：： ti 十 d3  

とな る。

　こ うして 六 大の 形 に つ い て 考察 した こ とが 、 ク ォ
ー ク の 電荷 まで た ど りつ

けた の で ある 。
い ままで の こ とを回転図式 で考えて み る。 中性子は次の よう

なもの か ら成立つ
。

○ ○○ ○   22國

つ ま り三 つ の ク ォ
ー ク と電子 と ニ ュ

ー
ト リノ で あ る 。 こ れ は又 次の よ うに か

ける 。

A

n go o o　g，．

＠
、

　A 図を回転 させ る と B 図 に なる 。 d とdは打 ち消 して 消滅す る は ずで ある

が 、

ニ
ュ

ー トリノ に捕 らえ られ消滅 しない こ とをあ らわ して い る 。

（51）
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C

D
24図

　 C 図は陽子 と電子 と ニ ュ
ー トリノ を回転 させ る と、 陽 子 とπ

÷
とニ ュ

ー
トリ

ノ ad が 一 体 に な っ た もの が で て くる 。 こ れ は何 をあ らわ して い るの だ ろ う

か 。 陽子 はプ ラス の 電荷 を持 っ て い るの で π
＋

の プ ラ ス 電荷は い らない
。

い ら

ない 電荷 は打ち消 さなけれ ば ならない
。

こ れ を打 ち消すに は ve に と らえ られ

た ・と d 即 ち騎
一÷と

一
参 購 マ イナ ス の 電 荷が 腰 だ ・ た の で あ る 。

　 ＝ ユ
ー ト リノ は物質 とほ とん ど反 応 しな くて 地 球 の 厚 さ な ど簡単 に 通 りぬ

け る とい わ れ て い る 。 しか し、 陽子 と中性 子 が π 中間子 に よ り結合 す る場 合、

ニ ュ
ー トリノ が 必要で あるか とい うこ とが わ か っ た の で あ る。

ニ ュ
ー トリノ

は陽子 は陽子 た ら しめ 、 中性 子 は中性 子 た ら しめ る必 要 な要 素だ っ たの で あ

る 。 23圜、 24図 は ス ピ ン や 質量 、 寿命等考慮 しな けれ ば な らな い が 、 と もか

く、 水 素原子 と水素 原子が くっ つ け ば二 重水素 に な り、陽 子 と中性 子 の 核 子

が で きる 。 そ れ は ビ ッ グ バ ン で はな くて ニ ュ
ー トリノ の あ る役割 に あ る と思

われ る。

（六 〉 弼転す る時 閤 と エ ネ ル ギー

　智 山学報第四十 四輯 の 69ペ ー ジ に

t ＝ Ea

とい う式 を示 した 。
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E

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 25図

　 もの が 懸転す る。 す る と時間が 経過 して い るの で 、 元の 蕨 に もど らない は

ずで ある 。 しか し現実 に は 元 の 所 に もど っ て い る 。

　25図で 部分 x を考 えて み る 。 出 発点 を t
’

i と し部分 の 終 りを 麹 とす る 。 こ れ は

明 らか に t
’

1 と らは時間 の 経 過 に よ り場 所が 異 な る 。
こ れ は ど う した こ とな の

で あ るか 。

　先 に 時間は 回転する と述べ た 。 直線運動 と回転運 動は次元 が 異 な る 。 回転

運動は加速度運動で あ る 。 しか し、 そ れ は等加速度運動 で なけれ ば な らない
。

直線運動は慣性運 動で あ るが 、 加 速 され る と曲線運 動で あ らわ され る。 円運

動 も等速 度運 動で あ るが 、 さ ち に 加 速 され た り減 速 くマ イナ ス の 加 速度） さ

れ た りす る と曲線 運動 に 移 る 。

　 こ の 世 の 中は 、 時間が 速 く進ん だ り遅 くすすん だ りして も、 その 部分 が 未

来 へ 消 えた 弓過去 へ 消 え た りは しない
。 それ は 畴問 が 矢で は な くて 回転 で あ

るか ちで あ る 。 時 聞 の 遅 速 は 回 転の 遅 速 で あ る。 故 に こ の 世 の 中は常に 消 え

る こ とな く存在 して い るの で あ る。

六 〇に つ い て の 疑 問 、 0 とは何か

　陽子 は uud で 電荷 は

　　　　　　　　　÷ ＋ ÷　
一÷ − 9 − i

で プ ラス 1で あ る 。

　中性 子 は udd で 電荷は

〈53）
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　　　　　　　　　÷
一
÷

一
÷ 一 品 一  

で 電荷は 0 で ある 。

　こ こ で 閣題 なの は
、 中性 子 の 計算につ い て で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　号 一 ・

とい うこ とが 、 あ た か も自明 の こ と と して 認識 されて い る 。

　それで は こ れ を次の ような式 に して み る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0　　　 0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3　　　 0

÷と÷は 、 髄 して等 しい の で あろ うb’

e こ 縫 等 しい と認め る に は鯣

か の 操作が 必要 で はない だ ろ うか 。

　数学で は二 乗 して
一 1 に な る もの をiとい う記 号で あ らわ して い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 D

　す ると二 乗 して 0 に な る もの を考 えて もお か し くない
。 これ を記号 iと し、

ア イゼ ロ と呼ぶ
。

　す る と

　　　　　　　（｝）
2

− 1 − ・ （十）  1 − ・

とか け るの で あ る。

故 に ク t 一 ク理 論の 成立 理 由 と、 ク ォ
ー

クが 単独 で 存在 しな い 理 由が 、 こ

こ の とこ ろ に 由来 して い る と も考 え られ る 。
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